
1 

 

-9,378 

-5,722 

-15,100 

-20,000

-15,000

-10,000

-5,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

-120,000

-90,000

-60,000

-30,000

0

30,000

60,000

90,000

120,000

S5152 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 S3 H1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

（増減の単位：人）（人） 図１ 人口動態の推移（昭和51～平成29年）

出生者数 死亡者数

転入者数 転出者数

自然増減数 社会増減数

（単位：人、％）
人口 人口 自然 自然 社会 社会

増減数 増減率 増減数 出生数 死亡数 増減率 増減数 転入者 転出者 増減率
平成23年 1,363,038 -10,301 -0.75 -6,695 9,559 16,254 -0.49 -3,606 22,074 25,680 -0.26

24 1,349,969 -13,069 -0.96 -7,756 9,193 16,949 -0.57 -5,313 21,272 26,585 -0.39
25 1,336,206 -13,763 -1.02 -8,255 9,070 17,325 -0.61 -5,508 20,975 26,483 -0.41
26 1,321,895 -14,311 -1.07 -7,863 9,152 17,015 -0.59 -6,448 20,393 26,841 -0.48
27 1,308,265 -13,630 -1.03 -8,587 8,570 17,157 -0.65 -6,278 19,981 26,259 -0.47
28 1,293,681 -14,584 -1.11 -8,678 8,726 17,404 -0.66 -5,906 20,081 25,987 -0.45
29 1,278,581 -15,100 -1.17 -9,378 8,171 17,549 -0.72 -5,722 20,186 25,908 -0.44

（注1）推計人口は、各年10月1日現在の推計。

年次 人口

表１　人口動態の推移（平成22～29年）

（注2）平成27年の人口は平成27年国勢調査人口であり、人口増減数は、前年の人口との差を掲載している。そのため、27年の
　　　 人口増減数は、その年の自然増減数と社会増減数を足した数値とは一致しない。

平成 ３０年 ３月 ２９日 

統 計 分 析 課 

 

「平成２９年 青森県の人口」について（概要） 

 

１ 人口の動向について 

  平成29年10月1日現在の本県人口は、1,278,581人で、前年に比べ15,100人（1.17％）の減少となった。 

  平成28年10月1日から平成29年9月30日までの自然動態は、出生者数が8,171人、死亡者数が17,549

人で、自然増減数は 9,378 人（0.72％）の減少となった。 

また、社会動態は、転入者数が 20,186 人、転出者数が 25,908 人で、社会増減数は 5,722 人（0.44％）の

減少となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（注１）平成 12 年までの転入者数及び転出者数には県内移動者数を含んでいる。  

（注２）人口増減数＝自然増減数＋社会増減数 

 
 

 

 
 
 
 

＜算出方法＞ 

国勢調査年以外の年の推計人口は、直近の国勢調査人口を基礎とし、これに市町村から毎月報告のあった出生者

数、死亡者数、転入者数及び転出者数（外国人含む）を加減することにより算出している。   

また、国勢調査は住民票を移さない居住者も調査対象となるが、推計人口は住民票の移動により人口を算定しており、

国勢調査年の人口増減数は、自然増減数と社会増減数を足した数値と一致しない。 
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（単位：％）

うち うち
65～74歳 75歳以上

 平成23年 12.4 61.6 26.0 12.4 13.6
24 12.2 60.9 27.0 12.8 14.2
25 11.9 60.2 27.9 13.2 14.7
26 11.8 59.3 28.9 14.0 14.9
27 11.4 58.4 30.1 14.8 15.4
28 11.2 57.8 31.0 15.2 15.8
29 11.1 57.1 31.8 15.5 16.3

（注１）　総数には、年齢不詳者を含んでいる。

表２-２　年齢別人口の構成比の推移（平成22～29年）

15歳未満
（年少人口）

15～64歳
（生産年齢人口）

65歳以上
（老年人口）

年次

（単位：人）

うち うち
65～74歳 75歳以上

 平成23年 1,363,038 168,013 836,194 353,689 168,371 185,318
24 1,349,969 163,403 818,834 362,590 171,957 190,633
25 1,336,206 158,855 801,025 371,184 176,044 195,140
26 1,321,895 154,736 780,921 381,096 184,484 196,612
27 1,308,265 148,208 757,867 390,940 191,596 199,344
28 1,293,681 144,133 740,680 397,618 194,847 202,771
29 1,278,581 140,057 724,104 403,170 196,655 206,515

（注１）　総数には、年齢不詳者を含んでいる。

表２-１　年齢別人口の推移（平成22～29年）

15歳未満
（年少人口）

15～64歳
（生産年齢人口）

総数
65歳以上

（老年人口）
年次

 
２ 年齢別推計人口について 

  平成 29 年 10 月 1 日現在の人口を年齢（３区分）別にみると、15 歳未満人口（年少人口）は前年に比べ

4,076人減の140,057人、15～64歳人口（生産年齢人口）は 16,576人減の724,104人、65歳以上人口（老

年人口）は 5,552人増の403,170人となった。なお、65歳以上人口のうち、75歳以上人口は206,515人とな

った。 

構成比でみると、15 歳未満人口は前年より 0.1 ポイント低下の 11.1%、15～64 歳人口は 0.7 ポイント低下

の 57.1%、65 歳以上人口は 0.8 ポイント上昇の 31.8%となった。15 歳未満人口の割合は国勢調査が開始さ

れた大正 9年以降最も低かった一方で、65 歳以上人口の割合は大正 9年以降最も高くなった。 
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（注１）90 歳以上はまとめて 90 歳以上とし、年齢不詳を除いた。 

 

図２　青森県の人口ピラミッド（平成29年と昭和55年の比較）
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図３ 年齢別県外転出入の状況（平成29年）

県外転入

県外転出

差引増減

（人）

（単位：人）
年齢 転入者数 転出者数 差引増減 年齢 転入者数 転出者数 差引増減 年齢 転入者数 転出者数 差引増減

0 359 -335 24 30 586 -567 19 60 145 -121 24

1 329 -317 12 31 493 -518 -25 61 101 -96 5

2 256 -264 -8 32 487 -538 -51 62 85 -80 5

3 232 -255 -23 33 459 -456 3 63 82 -66 16

4 183 -256 -73 34 429 -507 -78 64 89 -56 33

5 189 -180 9 35 448 -438 10 65 108 -84 24

6 189 -199 -10 36 369 -376 -7 66 81 -58 23

7 130 -158 -28 37 370 -389 -19 67 74 -53 21

8 109 -139 -30 38 370 -326 44 68 51 -49 2

9 116 -116 0 39 331 -335 -4 69 61 -68 -7

10 101 -136 -35 40 287 -298 -11 70 51 -45 6

11 68 -79 -11 41 301 -303 -2 71 35 -39 -4

12 84 -138 -54 42 305 -304 1 72 31 -36 -5

13 48 -61 -13 43 241 -336 -95 73 33 -24 9

14 40 -40 0 44 250 -293 -43 74 27 -35 -8

15 59 -140 -81 45 225 -265 -40 75～ 283 -416 -133

16 24 -36 -12 46 208 -257 -49 総数 20,186 -25,908 -5,722

17 28 -33 -5 47 235 -245 -10

18 762 -2,666 -1,904 48 200 -230 -30

19 687 -634 53 49 189 -240 -51

20 650 -1,438 -788 50 173 -182 -9

21 536 -878 -342 51 158 -177 -19

22 1,073 -2,099 -1,026 52 153 -178 -25

23 767 -997 -230 53 132 -177 -45

24 727 -914 -187 54 126 -164 -38

25 689 -871 -182 55 136 -130 6

26 588 -656 -68 56 119 -131 -12

27 570 -660 -90 57 121 -105 16

28 596 -592 4 58 102 -109 -7

29 564 -626 -62 59 93 -95 -2

（注１）年齢は移動した月の末日現在。

（注２）転入・転出者数には県内市町村間の移動者数は含まれない。

表3　年齢別県外転入出の状況（平成28年10月1日～平成29年9月30日）

３ 年齢別県外転入出の状況について 

  各年齢別に平成28年10月1日から平成29年9月30日までの県外からの転入者数は、22歳が最も多く、

次に 23 歳、18 歳と続き、25 歳を超えると年齢が高くなるにつれて少なくなる傾向にある。 

  一方、県外への転出者数は、18 歳が最も多く、次に 22 歳、20 歳と続き、25 歳を超えると年齢が高くなるに

つれて少なくなる傾向にある。 

  また、60 歳から 70 歳では、転入者数が転出者数を上回る傾向にある。 
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（単位：人、％）
人口 人口 自然 自然 社会 社会

増減数 増減率 増減数 出生数 死亡数 増減率 増減数 転入者 転出者 増減率
 平成24年 1,361,053 -10,387 -0.76 -6,922 9,532 16,454 -0.50 -3,465 21,968 25,433 -0.25

25 1,347,650 -13,403 -0.98 -8,093 9,199 17,292 -0.59 -5,310 21,327 26,637 -0.39
26 1,333,729 -13,921 -1.03 -7,997 9,123 17,120 -0.59 -5,924 20,764 26,688 -0.44
27 1,319,297 -14,432 -1.08 -8,163 8,914 17,077 -0.61 -6,269 20,204 26,473 -0.47
28 1,305,721 -13,576 -1.03 -8,606 8,625 17,231 -0.65 -6,205 20,214 26,419 -0.47
29 1,291,206 -14,515 -1.11 -8,662 8,685 17,347 -0.66 -5,853 19,800 25,653 -0.45
30 1,276,120 -15,086 -1.17 -9,494 8,071 17,565 -0.74 -5,592 20,283 25,875 -0.43

（注1）人口は、各年1月1日現在の推計。
（注2）平成24年から平成27年は平成22年国勢調査人口を基礎に、平成28年から30年は平成27年国勢調査人口を基礎に推計している。
（注3）平成28年次は以下の計算により算出しているため、人口増減数は、自然増減数と社会増減数を足した数値とは一致しない。

　　　　平成28年人口　　　　　 　平成27年国勢調査人口 ＋ （平成27年10月1日～12月31日の人口増減数）
　　　　平成28年人口増減数　　平成28年1月1日人口 － 平成27年1月1日人口
　　　　平成28年自然増減数　　平成27年1月1日～12月31日の出生数 － 死亡数
　　　　平成28年社会増減数　　平成27年1月1日～12月31日の転入者 － 転出者

年次 人口

参考　人口動態の推移（平成24～30年）

参考 平成 30 年 1 月 1 日現在推計人口について 

平成 30年 1 月 1日現在の推計人口は、1,276,120 人で、前年に比べ 15,086 人（1.17%）の減少となった。 

平成29年1月1日から平成29年12月31日までの自然動態は、出生数者が8,071人、死亡者数が17,565

人で、自然増減数は 9,494 人（0.74%）の減少となった。 

また、平成 29年 1月 1日から平成 29年 12 月 31 日までの社会動態は、転入者数が 20,283 人で、転出者

数が 25,875 人で、社会増減数は 5,592 人（0.43%）の減少となった。 

 

 

 

 


